
【令和２年度研修】 

 

第３回小学校国語科研修（R2.9.4） 

「主体的・対話的で深い学びを意識した国語科の授業づくり」 

仙台市立長町南小学校 教諭 中里 博子 氏 

「新学習指導要領のポイントを生かした国語科の授業づくり」 

仙台市教育センター 指導主事 澁谷 貴子 

 

 前半は，長町南小学校の中里先生を講師に迎え，「使えそう！使ってみたいと思える授

業をめざして」と題し，第６学年「場面に応じた言葉を使おう」の実践を紹介していただ

きました。子どもに必要感をもたせることや実生活に沿った課題の設定，実際に使わせる

ことの大切さなど，教材や授業展開の工夫

が感じられる実践発表でした。 

〔アンケートより〕 

○授業実践の結果や成果，課題を聞くこと 

 ができ，明日からの授業に生かしていけ 

そうです。 

○相手や状況に応じた言葉づかいは，日頃 

から指導したい内容なので具体的な場面 

を出しながら考えさせ，実際に使わせて 

いくようにしたい。 

○学習に対する必要感を持たせる場面を設定しているところがとても素敵だと思った。 

 

後半は，新学習指導要領を踏まえた国語

科授業づくりのポイントについて講話しま

した。 

〔アンケートより〕 

○日々の実践に明け暮れる毎日で，しっか 

りと確認する機会を持つことが難しくな 

っている中，立ち止まって，改めて授業 

のポイントと，それに向かう姿勢につい 

て考えることができた。 

○新学習指導要領に基づいた授業づくりのポイントや指導案形式の具体がわかりよかっ

た。 

○評価についてさらに学びたいと思った。 

○授業づくりのポイントがわかりやすかった。 

○講義の中で「言葉に対する見方・考え方」という言葉が何度も出てきた。改めて，授業

を見つめ直すことができた。 



 

国語科研修（R2.11.18）     

「どの子にも学ぶ喜びと居場所を 

    ～言葉と向き合い，読みひたり書きひたり学びひたる姿を求めて」 

                    宮城教育大学 名誉教授 相澤 秀夫 氏 

具体的な授業場面の体験を通して，学びと気付きを得る研修となりました。受講者のアンケ

ートからも，御講義を通して，様々な学びや視点を得たことが伝わってきました。 

〔アンケートより〕 

○国語教育の「不易」の部分を改めて教えていただく 

 機会となりました。具体的な実践のヒントをたくさ 

 ん教えていただきました。 

○国語の授業の中で音読は読解を深めるために重要で 

 あると感じている。講話の中であった「読みひたる」 

ように音読を重視して，今後も取り組んでいきたい。 

○国語の楽しさを児童の目線で味わうことができた研 

 修だった。ねらいを明確にもつことが授業の柱とな 

 ることも共感できる内容だった。 

                   ○お隣の先生との対話があったのがよかった。対話 

から生まれることがあるので，対話の大切さを改め 

て知ることができた。 

                   ○つい，あれもこれもと子供たちに伝えたいこと，考 

えさせたいことを詰め込みすぎてしまう自分の授 

業を見直したいです。シンプルに中身のある授業を 

作っていきたいです。 

                   ○国語という教科は学校教育を通して子供たちを人 

間として育む学問であると改めて認識した。 



○ 司書教諭・学校図書事務員研修 【小学校・中学校】（R３．１.13） 

研修の目的：言語環境整備の中核となる学校図書館を運営するに当たり，司書教諭と学

校図書事務員の両者が協働して行う実務について学び，言語活動の充実に対する意識と能

力の向上を図ると設定している。 

今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大のため，当初予定していた内容と日程を変更

し（第１回・第２回を同時開催），当センター指導主事を講師として，研修を実施した。 

◎講義「小学校，中学校における学校図書館運営」教育センター指導主事 澁谷 貴子 

澁谷指導主事からは，学校図書館の機能や学校図書館担当職員に求められる役割，これか

らの学校図書館等について，具体例を交えながら講義を行った。また，小学校，中学校の新

しい教科書で扱われている図書についても紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［アンケートより］ 

・澁谷指導主事の話を聞いて，司書教諭としての自覚を改めさせてもらった。忙しさの 

中で，事務の方に任せきりになっていたと感じた。 

・図書事務と教員との連携を深め，生徒の読書活動を支援していきたいと思う。 

・学校図書館の役割，仕事について改めて学ぶ事ができ，業務に役立った。 

 ・立場ごとの役割について詳しく話を聞けた事で，業務に関する内容が良く分った。 

◎情報交換 

  講義の後，以下の視点を設定し，司書教諭と学校図書事務員それぞれの視点から情報交換

する時間を設けた。 

①コロナ禍において，所属校での感染症対策等を踏まえた学校図書館運営や取組，工夫した

ところや苦労したところ 

 ②学校図書館を両者が協働して運営する際の工夫やアイディア，悩みなど 

［アンケートより］ 

・情報共有が出来てよかった。他の学校の先生の対策や取り組みはとても参考になった。 

・コロナ対応について，悩みながらの今年度の運営だったため，非常にためになった。 

・司書教諭と図書事務と両方の立場から情報交換ができて良かった。自校の事務の方にも 

ぜひ伝えたいと思った。 

・司書教諭との連絡を密にして，授業に関する本を選書したいと思う。 

 

 


